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自然を理解し、自然を愛し、自然を大切にする意識を醸成するアウ
トドア活動は、心に豊かさや潤いをもたらすとともに、個性豊かな人
材をはぐくみ、魅力あふれる地域づくりや北海道らしいライフスタイ
ルの形成に寄与しています。

アウトドア活動には、安心・安全に最大限の配慮をするとともに、自
然環境の適切な保全も求められています。このような課題に配慮
し、アウトドア活動を振興することは、豊かな自然とふれあえる社会
づくりにつながります。

このような考えのもとに、北海道では北海道知事が認定した「北海
道アウトドアガイド」が活動しています。

日本最北に位置する、広大な北海道。山や森、川、湖沼、湿原など雄大で豊かな自然環境に恵まれ、美しい景観を有する北海道は、
本格的なアウトドアが楽しめるフィールドとして世界中から注目を集めています。

┃世界自然遺産（知床）
┃ラムサール条約湿地（全国50か所／北海道13か所）
┃世界ジオパーク（全国9か所／北海道2か所）
┃日本野鳥の会認定サンクチュアリ（全国8か所／北海道3か所）
┃野鳥保護区（全国42か所／北海道38か所）
┃国立公園（全国34か所／北海道6か所）

北海道の
自然環境

●北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい！
●安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい！
●自然との触れ合いを通してルールやマナーを伝え、
　人と自然との共生について考えていただきたい！ 

世界から注目される
アウトドアフィールド・北海道



北海道では、アウトドア活動の振興に取り組むための条例「北海道
アウトドア活動振興条例」を制定し、2001年10月19日から施行
しています。アウトドア活動の振興に関し、基本理念を定め、道の
責務及び道民、アウトドアガイド等の役割を明らかにするとともに、

道の施策の基本となる事項を定めることにより、アウトドア活動の
振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための条例で
す。この条例をもとに、誰もが安全・安心にアウトドア活動を楽し
むための取り組みが行われています。
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道の責務

道民等の役割

アウトドアガイド及びアウトドア事業者の役割

●アウトドア活動の振興に関する総合的かつ計画的な施策の策定及び実施
●国及び市町村との緊密な連携

●基本理念に対する理解を深め、アウトドア活動を通じて自然環境を保全する心を育む
●アウトドア活動が生活に根ざした北海道らしいライフスタイルを形成することの意義を認識
●アウトドア活動を行う場合には、自ら安全に配慮し、自然環境を保全するとともに、地域の住民生活、産業活動等に配慮するよう努める

●基本理念にのっとり、安全に配慮した質の高いサービスを提供し、自然環境を保全するとともに、
　地域の住民生活、産業活動等に配慮するよう努める
●ゲストに対し、その安全の確保、自然環境の保全等のために必要な指導を行うよう努める
 

 アウトドア活動の振興に取り組む
「北海道アウトドア活動振興条例」



「北海道アウトドア活動振興条例」を受けて、2002 年からは全
国初となる公的なアウトドアガイド資格制度「北海道アウトドア資
格制度」がスタートしました。ゲストの安全を第一に、ルールを守っ
て、環境にも配慮しつつ自然の素晴らしさをしっかりと紹介してく
れる一定の能力を備えたアウトドアガイドについて、北海道知事が
認定する資格制度です。

北海道アウトドアガイドは、それぞれの分野についての知識や技術
だけではなく、ガイドとしての責任や役割、北海道の自然、歴史・
文化、リスクマネジメント等についても試験で厳しく問われるほか、
救命救急に関する講習等の受講も義務付けられています。

また、北海道アウトドアガイドは、ゲストと自然との架け橋となり、
環境や野生動物との持続可能な共生関係を築きます。北海道を訪
れた人々が自然や野生動物などのすばらしさを身近に感じられるよ
うな、国際的にも価値の高い観光地づくりを担う存在なのです。
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北海道アウトドアガイド商標登録マーク

 質の高いプロガイドを育成する
「北海道アウトドア資格制度」

5つの
アウトドア
分野 山岳

（夏山・冬山） 自然

カヌー ラフティング
トレイル
ライディング

日本で唯一の公的な
アウトドアガイド資格です。

多くの講習や厳しい試験をクリアした、
アウトドア活動のプロとして、
北海道知事が認めたガイドです。



筆記試験・実技試験において、アウトドアガイドとしての知識や技術、
そして資質が厳格に問われます。
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 「北海道アウトドア資格制度」の仕組み

《資格取得までの流れ》

北海道アウトドア検定

北海道の自然についての基礎知識や、アウトドアでのリスクマネジメントや
応急処置の方法などを検定する筆記試験です。

STEP-1

北海道知事が「北海道アウトドアガイド」として認定

【STEP-2】北海道アウトドアガイド専門分野・筆記試験が受験できます

北海道アウトドアガイド専門分野・筆記試験

5分野の専門分野について、北海道アウトドアガイドとして必要な知識を
有しているか、筆記試験で判定します。

STEP-2

【STEP-3】北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験が受験できます

合格すると

合格すると

北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験

5分野の専門分野について、北海道アウトドアガイドとして必要な技術を
有しているか、実技試験で判定します。

STEP-3

合格すると

山岳ガイド
（夏山・冬山) 自然ガイド カヌーガイド ラフティング

ガイド
トレイル
ライディング
ガイド

山岳ガイド
（夏山・冬山) 自然ガイド カヌーガイド ラフティング

ガイド
トレイル
ライディング
ガイド
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すべてのアウトドアガイドが知っておくべき全般的な知識が問われる筆記試験です。

試験では、法令およびリスクマネジメントの知識も問われます。

さらに、救命救急に関する講習等の受講が必須です。

北海道アウトドア検定STEP-1

 北海道アウトドアテキスト

 北海道アウトドア検定
［応用編］

平成24年2月 ｜ 北海道

　東西と南北に大きく張り出したような北海道の形

は、いつ、どのようにしてできたのでしょうか。

　図3は北海道の地質図です。地質図を見ると、そ

の地域がどれくらい古い岩石や地層でできている

か、火山や断層といった地殻の変動を示すものが

多いか少ないか、など様々な情報を得ることができ

ます。同じ時代の岩石や地層の分布から、北海道

という島の生い立ちを探ることができるのです。

　北海道という島は、恐竜が栄えていた中生代に形

成され始め、新生代第三紀のなかばに誕生しました。

　図4に示したように、ジュラ紀の頃から、北米プ

レートがしだいに西のユーラシアプレートの方に移

動し、新生代第三紀の約2000万年前ごろにはつい

に衝突してひとつの島となりました。２つのプレート

の間にあった古太平洋プレートが衝突によっておし

つぶされ、海底に溜まっていた地層が盛り上がって

できたのが日高山脈です。北海道の南北に張り出

した形は、東西２つのプレートのぶつかりあった境

界を示しているのです。

　その後、現在の太平洋プレートの移動に伴っ

て、千島火山帯からなる千島弧がさらに東から衝

突しました。知床半島から千島列島にかけて、火

山が北東－南西方向に連なっているのはこのため

です。この衝突で、知床半島から日高にかけて隆

起し、現在のような山並みができました。また、大雪

山周辺や阿寒、さらに北海道西部でも火山活動が

活発化し、支笏から道南にかけては火山の溶岩や

火砕流が広がりました。北海道の東西に張り出し

た形はこうしてできたのです。

　北海道の大地が広 と々感じられるのは、面積に

比べて人口が少ないせいもありますが、北海道の

大地がなだらかで、谷や沢に細かく刻まれていない

ことも一因でしょう。火山が多く、厚く溜まった火山

灰などが至るところでなだらかなスロープを作って

いることも影響しています。

　しかし、北海道の大地がなだらかな一番の要因

は、氷河期にあります。氷河期には、日本の中で北

海道だけが平地まで永久凍土に覆われていたの

です。寒い冬になると、本州では霜柱ができます

が、北海道では地面の中まで凍ってしまうので霜柱

はできず、地下に氷の層ができます。氷河期には、

それがもっと深くまで凍って一年中とけませんでし

た。これが永久凍土です。

　夏に表面だけがとけても、地下は凍ったままで

す。とけた水は地面にしみ込めず、表面がドロドロ

になります。地面が傾いていれば、地表に近い部分

だけがズルズルと地滑りを起こします。この現象をソ

リフラクションと言いますが、これを繰り返すと地表

面は次第になだらかになるのです。

2.北海道の地質の特徴

021

3.氷河期の北海道

022

プレート／地球の表面は、プレートと呼ばれるいくつかのパー
ツからなっています。現在の北海道は太平洋プレート、ユー
ラシアプレート、北米プレートの境界にあります。プレートの境
界は、異なった方向に移動するプレート同士がぶつかりあっ
たりするために、常に地殻が不安定で地震や火山活動が活
発です。

【図4】北海道をつくった２つのプレートの衝突の模式図（「北海道・自然のなりたち」より）【図3】北海道の地質図（「北海道・自然のなりたち」より）

1：中生層、変成岩、深成岩
2：超苦鉄質岩、蛇紋岩
3：新生代第三紀推積岩類
4：新生代（第三紀・第四紀）火山岩類
5：新生代第四紀火砕流堆積物
6：新生代第四紀堆積物
7：活火山
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（C）約4,000万年前ごろの北海道周辺の古地理と断面
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日高山脈の出来はじめ
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北海道中央部に
出来はじめた丘陵
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［西方古陸］

N

（A）ジュラ紀末期（1億5,000万年前） （B）白亜紀後期（9,000万年前）
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　アイヌ民族の中心地のひとつである日高地方の

二風谷では、沙流川に建設された二風谷ダムが

アイヌ民族の重要な儀式の場を破壊したとして裁判

が起こされ、アイヌ文化を無視したダムの違法性

がきびしく糾弾されました。この判決ではアイヌ民族

の先住性が初めて明確に認められています。

055 056

注：知里幸恵
1903～1922。わずか19歳の短い生涯であったが、その間
にアイヌ語学者であった金田一京助の指導を受け、独自に
ローマ字によるアイヌ語の表記を完成。『アイヌ神謡集』など、
アイヌの偉大なユカラを復活させるうえで重要な働きをした。
『アイヌ神謡集』（写真9）の序文（コラム参照）は、北海道が
アイヌ民族の「自由の天地」（アイヌモシリ）であったことを高ら
かにうたったアイヌ民族復権の宣言としての意味も持ってい
る。また『アイヌ神謡集』は、「銀の滴ふるふるまわりに 金の滴
ふるふるまわりに」で始まるフクロウの神が自ら歌ったユカラの
ほか、動物や自然を神（カムイ）とする13編のカムイユカラか
らなり、これを通してアイヌ民族の世界観や豊かな文化を知る
ことができる。

【写真7】1992年12月10日国連「世界の先住民の国際年」開幕式典
北海道ウタリ協会野村理事長記念講演（写真提供UN-DPI）

【写真8】代表的な民族衣装アットゥシ
（北海道環境生活部アイヌ政策推進室「アイヌ民族を理解するために」より） 【写真9】アイヌ神謡集（岩波文庫）

　その昔この広い北海道は、私たちの先祖の

自由の天地でありました。天真爛漫な稚児の様

に、美しい大自然に抱擁されてのんびりと楽しく

生活していた彼等は、真に自然の寵児、なんと

いう幸福な人たちであったでしょう。

　冬の陸には林野をおおう深雪を蹴って、天

地を凍らす寒気を物ともせず山又山をふみ越

えて熊を狩り、夏の海には涼風泳ぐみどりの波、

白い鷗の歌を友に木の葉の様な小舟に浮か

べてひねもす魚を採り、花咲く春には軟らかな

陽の光を浴びて、永久に囀ずる小鳥と共に歌

い暮らして蕗とり蓬摘み、紅葉の秋は野分に穂

揃うすすきのをわけて、宵まで鮭とる篝も消え、

谷間に友呼ぶ鹿の音を外に、円かな月に夢を

結ぶ、嗚呼なんという楽しい生活でしょう。平和

の境、それも今は昔、夢は破れて幾十年、この

地は急速な変転をなし、山野は村に、村は町に

と次第々々に開けてゆく。

　太古ながらの自然の姿も何時の間にか影薄

れて、野辺に山辺に嬉 と々して暮らしていた多

くの民の行方も亦いずこ。僅かに残る私たち同

族は、進みゆく世のさまにただ驚きの眼をみは

るばかり、しかもその眼からは一挙一動宗教的

概念に支配されていた昔の人の美しい魂の輝

きは失われて、不安に充ち不平に燃え、鈍りくら

んで行手も見わかず、よその御慈悲にすがら

ねばならぬ、あさましい姿、おお亡びゆくもの…

それは今の私たちの名、なんという悲しい名前

を私たちは持っているのでしょう。

　その昔、幸福な私たちの先祖は、自分のこ

の郷土が末にこうした惨めなありさまに変わろ

うなどとは、露ほども想像し得なかったのであ

りましょう。

　時は絶えず流れる、世は限りなく進展してゆ

く。激しい競争場裡に敗残の醜をさらしている

今の私たちの中からも、いつかは、二人三人で

も強いものが出て来たら、進みゆく世と歩をなら

べる日も、やがては来ましょう。それはほんとうに

私たちの切なる望み、明暮祈っている事で御

座います。

　けれど…愛する私たちの先祖が起伏す日頃

互いに意を通ずる為に用いた多くの言語、言

い古し、残し伝えた多くの美しい言葉、それらの

ものもみんな果敢なく、亡びゆく弱きものと共に

消失させてしまうのでしょうか。おおそれはあま

りにいたましい名残惜しい事で御座います。

　アイヌに生れアイヌ語の中に生いたった私

は、雨の宵、雪の夜、㗇ある毎に打集って私たち

の先祖が語り興じたいろいろな物語の中極く小

さな話の一つ二つを拙ない筆に書連ねました。

　私たちを知って下さる多くの方に読んでいた

だく事が出来ますならば、私は同族先祖と共に

ほんとうに無限の喜び、無上の幸福に存じます。

大正十三年三月一日

知里幸恵

■コラム　アイヌ神謡集 序文（原文のまま）
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に    ぶ   だに さ     る

　この法律では、環境保全についての基本理念が

定められています。

　国、地方公共団体、事業者、そして国民に対して

その責務を明らかにして、環境保全に関する施策を

総合的かつ計画的に推進すること、現在から将来

にかけて国民の健康で文化的な生活を確保するこ

と、人類の福祉に貢献することを目的としています。

　特に法第3～9条では、こういった目的や責務が

明確に記されています。

　平成8年に制定された条例です。

　国の環境基本法では、環境の保全についての

「基本理念」として、「環境の恵沢の享受と継承等」

（第3条）、「環境への負荷の少ない持続的発展が

可能な社会の構築等」（第4条）、「国際的協調によ

る地球環境保全の積極的推進」（第5条）を定めて

いますが、北海道環境基本条例の前文ではこの理

念を受けて、自然と人とのかかわりを考える基本的

なことが述べられています。

　アウトドア活動は、北海道の自然環境を直接に利

用するものなので、このような考え方を理解するこ

とが出発点とならなければなりません。

　北海道には、阿寒、大雪山、支笏洞爺など６国立

公園、網走、大沼など５国定公園、厚岸、富良野芦

別など12道立自然公園があり、総称して自然公園

と言います（図1）。

　これらの面積は、国立公園約50万ha、国定公園

約21万ha、道立自然公園約15万ha、合計約86万

haで、北海道総面積（834万ha、北方領土含む）の

10％強を占めており、「雄大で美しい自然」と言われ

る北海道の魅力の根源となっています。

　こういった優れた自然の風景地を保護するととも

に、その利用の増進を図り、国民の保健、休養および

教化に資することを目的としたものが自然公園法で

す。しかしながら「保護と利用」という相反する目的が

含まれているため、保護を重視すれば利用を制限し

なければならず、利用を重視すれば保護がおろそか

になるといった葛藤が生じます。これをどのようにバ

ランスを取りながら推進していくかが、今後の重要な

課題となっています。なお道立自然公園については、

基本的には自然公園法に寄りながら、具体的なこと

は北海道立自然公園条例で定められています。

●自然公園を保護するための規制

　日本の自然公園は、公園区域内に民有地や林野庁

所管の国有林などを含んでいるため、公園目的の専

用的な土地利用だけでなく、農林業そのほかの開発

行為なども行われます。そこで風致景観を維持するた

め、公園区域を次のような地域、地区に区分し、それ

ぞれの地種区分に応じた規制が行われています。

◆特別地域（法第20条）

　（これをさらに第１種、第２種、第３種特別地域に区分）

◆特別保護地区（法第21条）

　（道立自然公園には該当する制度がない）

◆海域公園地区（法第22条）

　（道立自然公園には該当する制度がない）

◆普通地域（法第33条）

アウトドア活動に関連する
自然環境保全の主な法令と制度

1.環境基本法

005

第
1
章

第
1
章

3.自然公園法

2.北海道環境基本条例

006

第1項

　アウトドアガイドは自然環境そのものを利用するため、野生の動植物の繁殖に影響を与える可能性があり

ます。私たちの活動の持続発展と、道民の共有財産である自然環境を適切に保存するためにも、自然環

境保全に関する法令の知識が必要となってきます。

　関連する主な法令とアウトドア活動の要点をまとめたのが表1です。本項ではさらに代表的な法令につ

いて補足的に述べていきます。なお、関係法令の主要条文を第2項に掲載しましたので参照してください。

【図1】北海道の自然公園の位置図
　　 （北海道自然環境図譜）檜山道立自然公園

野付風蓮
道立自然公園

北オホーツク
道立自然公園

厚岸道立自然公園

富良野芦別
道立自然公園 

恵山道立自然公園

松前矢越
道立自然公園

朱鞠内
道立自然公園

道立自然公園
野幌森林公園

狩場茂津多
道立自然公園

天塩岳
道立自然公園

斜里岳道立自然公園

暑寒別天売焼尻
国定公園

網走国定公園

ニセコ積丹小樽
海岸国定公園

日高山脈襟裳
国定公園

大沼国定公園

利尻礼文サロベツ
国立公園

知床国立公園

阿寒国立公園

釧路湿原
国立公園

大雪山
国立公園

支笏洞爺
国立公園

国定公園

国立公園

道立自然公園
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● 北海道アウトドアテキスト［自然環境保全の主な法令・制度編］ 北海道アウトドアテキスト［自然環境保全の主な法令・制度編］ ●

【表1】アウトドア活動に関する自然保護の主な法令

■環境基本法　　　 　　　
■北海道環境基本条例

■自然公園法　　　　 　　
■北海道立自然公園条例

■自然環境保全法　 　　　
■北海道自然環境等保全条例

■文化財保護法　　 　　　
■北海道文化財保護条例

■鳥獣の保護及び狩猟の適正
化に関する法律

■絶滅のおそれのある野生動植
物の種の保存に関する法律　                       
（通称：種の保存）　　　　           
■北海道希少野生動物保護条例

■森林法

■河川法

■水産資源保護法 　　　 　
■北海道内水面漁業調整規則

特定地域に関係せず

国立・国定公園の特別保護地区、
特別地域、道立自然公園と区別地域

自然環境保全地域等　　　　　
道環境緑地保護地区

天然記念物指定地域　　　　　
同指定動物生息地

野生鳥獣一般、鳥獣保護区

　　　　　　　　　　　　　　
指定された種　　　　　　　　　
指定された地域

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
国有林、公有林、私有林

河川区域

内水面・保護水面・資源保護水面

ガイドとしての理念・倫理・責務の基本的考えに関係

工作物の新築、動植物の採取などは許可を要する。またスノーモービル、オ
フロード車の乗り入れ規則もある。利用調整地区では立ち入りに認定必要

ほぼ上と同じ

現状変更行為の規則、指定地域への立ち入り規則がある

狩猟鳥獣捕獲は狩猟免許が必要　　　　　　　　　　　　　　　　　
鳥獣保護区と区別地域では工作物新築などは規制される

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指定された種は、捕獲・採取・殺傷・損傷ができず、　　　　　　　　　　
加工品も含め譲渡・譲受けができない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
入林に届け出の必要な場合や動植物の採取が規制される場合がある

土地の占有、工作物の新築などは規制される

内水面でのサケ・マスは捕獲禁止、保護水面ではすべての水産動植物の
採捕禁止、資源保護水面ではアユ・ヤマベの捕獲規制

関係する地域 関係するアウトドア活動の行為法令名

　沢筋でなくても、急激な降雨で登山道やアプ

ローチの林道が寸断されることもあるので注意

が必要です。

　また、前日まで何日も雨が続いていた場合は、

多少の雨でも山崩れなどのおそれがあります。

登山は避けるべきでしょう。

●雷

　夏期の山岳気象で、気をつけなければならな

いのが雷です。

　夏山の雷は、強い日差しによって発生する熱

雷がほとんどと言われていますが、北海道の場

合、本州と比べると熱雷は多くはありません。道

内の雷の多くは寒冷前線に伴うもので、天気図

から予想しやすいという特徴があります。

　一般的に夏の雷は、積雲が時間をかけて積

乱雲に発達して発生するものと思われがちです

が、熱雷の多くは、早くて数分、長くても30分弱

と、非常に短い時間で発生します。

　登山において雨がもたらす最大のリスクは、

濡れることによって身体が冷えて体力が消耗す

る低体温症です。これは遭難に結びつく恐れが

あります。

　これを防ぐためには防水性に優れた雨具を

装備することに尽きます。高性能のレインウェア

はもちろんですが、状況によっては帽子や手袋、

また休憩時に使うフライシートや、ザックの防水カ

バーなども有効です。登山においては常にこれ

らを携行し、的確なタイミングで着用することが

重要です。

　そのほかの危険としては、濡れて滑りやすい

地面での転倒や滑落などです。特に滑りやすい

のは、急な下り斜面、岩場、泥濘地などです。

　沢や河川に近いコースでは、急な増水で徒渉

が困難になる場合もあり、また崖崩れの可能性

も高くなります。鉄砲水などにも注意して、下山

時の徒渉の水量を想定しながら行動しなけれ

ばなりません。これはテント設営時も同様です。

　標高が高く地形の複雑な山間部は、天候が

急激に変化します。これは登山中にさまざまなト

ラブルを引き起こす原因になります。

　天候、天気図に関する知識については、第３

章第１項で詳しく紹介しますが、ここでは夏山で

天候が急変した場合の基本的な対応について

説明します。

●雨 

　日本では北海道を含めて、温潤な気候であ

り、年間を通じて降水量が多いという特徴があり

ます。特に山岳地帯の天候は変わりやすく、予

報も難しいため、たとえ平地の天気予報が雨を

予想していなくても、また登山開始時に、雨の兆

候が全く見られない時でも、登山中に雨に遭うこ

とは珍しくありません。

夏山のリスクと対処法

1.天候の急変と対処法

● 北海道アウトドアテキスト［リスクマネジメント編］013
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北海道アウトドアテキスト［リスクマネジメント編］ ● 014

第1項

Risk Management Hokkaido Outdoor Text

不意の雷雨からは逃げるしかない。

登山中に雷にあたった方の傷。頭から左足に抜けて一命をとりとめた。
同じ日、遠く離れた横浜で雷により2名の方が亡くなっている。

でい  ねい   ち

雨の降り方によっては、登山道や林道が寸断されることもあるので十分に注意しよう。

基礎分野の知識 （テキスト／全66ページ）
●北海道の自然に関する基礎知識
●安全なアウトドア活動のために
●アウトドアでの応急処置方法

応用分野の知識 （テキスト／全98ページ）
●ガイドに求められるもの
●北海道の自然学
●北海道の文化学

法令・制度の知識 （テキスト／全78ページ）
●自然環境保全に関する法令知識
●自然環境保全に関する法令

救命救急に関する講習等について
●救急員養成講習（日本赤十字社）
●上級救命講習・上級応急手当講習（消防）

リスクマネジメントの知識 （テキスト／全122ページ）
●リスクマネジメントとは
●リスクマネジメントの基礎知識（フィールド編）
●リスクマネジメントの基礎知識（応用編）

●野外活動技術
●ガイド（インストラクト）
　技術の基本

●MFA ベーシックプラスコース
●これらと同等以上の内容と認められる講習または指導者資格

 北海道アウトドアテキスト
［リスクマネジメント編］

平成24年2月 ｜ 北海道

Risk
Management

 北海道アウトドアテキスト
［自然環境保全の主な法令・制度編］

Laws

平成24年2月 ｜ 北海道
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5分野のアウトドアガイドとして必須の専門的知識が深く問われる筆記試験です。

北海道アウトドアガイド専門分野・筆記試験STEP-2

003 004

Hokkaido Outdoor Text

北海道の山
第1章

Mountain 
Climbing

［山岳編（夏山・冬山）］

第１項　刑事責任と民事責任
1.刑事上の責任

2.民事上の責任

第２項　保険制度
1.日本国内における保険制度の適用

2.損害保険の傷害と賠償の支払い

3.保険制度とリスクマネジメント

第１項　登山のスタイル変化と山岳地環境問題
1.登山道の浸食

2.登山道の複線化

3.野営指定地の拡幅

4.し尿による汚染

5.展望

1.柴橇搬送

2.シート搬送

3.手持ちの道具でシートくるみ

第１項　遭難事故
1.遭難事故を防ぐために

2.トムラウシ山遭難事故（2002年７月）

3.旭岳・十勝岳・遭難事故（2002年9月）

4.トムラウシ山遭難事故(2009年7月) 

5.藻琴山での遭難事故（2011年1月）

6.幌尻岳での徒渉事故（2011年7月）

第２項　地図読み
1.コンパス

2.高度計

3.前方交会法

4.後方交会法

5.視界が悪いとき

第３項　山岳技術
1. 確保（ビレー）

2.同時登攀（コンテニュアス）

3.隔時登攀（スタカット）

4.下降（ラッペリング）

5.沢登り

6.スキーツアー

7.初級氷雪技術

第４項　必要な装備、登山用具

付録

093
093
094
097
097
098
099

103
103
103
104
105
106

107
109
111

071
071
071
071
072
072
072
073
073
075
075
075
075
077
077
078
078
080
081
083
083
087

第５章　ガイドの基礎的能力 第６章　山岳事故における法的責任

第７章　北海道の山岳環境

Mountain Climbing
北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］

C O N T E N T S

● 北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］ 北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］ ●

 北海道アウトドアテキスト
［自然編］

平成24年2月 ｜ 北海道

Nature

 北海道アウトドアテキスト
［カヌー編］

平成24年2月 ｜ 北海道

Canoeing

C O N T E N T S

● 北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］001 北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］ ● 002

はじめに序章

Mountain Climbing
北海道アウトドアテキスト［山岳編（夏山・冬山）］ 

　北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい ！

　安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい ！

　自然との触れあいを通してルールやマナーを伝え、人と自然との共生について考えていただきたい ！

　「北海道アウトドア資格制度」は、そのような目的のもとに、平成14年度より北海道が施行してきた日本で

唯一の制度です。そして、2年の検討期間を経て、10年目の今年度（平成23年度）より、さらに充実した新資

格制度としてスタートしました。

　新制度は、以下の４つで構成されています。

◎北海道アウトドア講習（修了制）

◎北海道アウトドア検定（検定制）

◎北海道アウトドアガイド（認定制）

◎マスターガイド（登録制）

　本書は、４つの中の北海道知事認定 山岳（夏山・冬山）ガイドを目ざす方のためのテキストとして作成し

ました。写真、図表、イラスト等を用い、北海道の山岳ガイドとして取得すべき基礎知識や、技術、リスクマネ

ジメントについてわかりやすく解説しています。

　

　ただし、本書に記述されていることは、ほんの入り口部分にしか過ぎません。平成21年に発生したトムラ

ウシ山遭難事故をはじめ、山岳での重大な事故の発生、平成23年の遭難事故件数が過去最大など事故

件数も年々増加しています。いかに安全な山岳ツアーを提供できるかは、綿密な登山計画とガイド自身の技

術に他なりません。常に初心に立ち返って技術を磨き、資料を読み、自分のスタイルを生み出して下さい。

　最後に、北海道という国内的に見ても密度の濃い、大変恵まれた自然環境が残る地域で、山岳ガイドを

目ざす方が本テキストをベースに研鑽を積み、多くの人に北海道の素晴らしさ、深い魅力を伝え、感動を与

えられるガイドになってくれることを祈念します。

平成24年2月　 編集委員、編集者一同

第１項　人為的トラブル
1.リスクマネジメント

2.準備不足

3.参加者間のトラブル

4.ガイドの力量不足

第２項　自然災難によるトラブルの対処法
1.気象（雨・風・雪）

2.遭難と防止策

3.リスクについて

4.対処法の手順について

第３項　救助法
1.救急法の基本

2.救急法の実際

3.怪我などに対応する応急処置

4.止血法

第４項　総合的なリスクマネジメント
1.現場との指揮系統の連絡網作成

2.マスコミへの対応

3.保険手続きなどのトラブルマニュアルについて

第５項　冬山におけるトラブルの対処法
1.低体温症

2.雪崩と地形

3.雪上搬送

第1項　登山計画
1.企画の立案

2.定員とガイドの配置

3.緊急時の対応

第2項　登山動向とルール、マナー
１.登山の動向

２.参加者への指導

３.山をとりまく問題とマナー

第1項　登山の沿革
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第３章　山岳地帯におけるリスクマネジメント第1章　北海道の山

第2章　山岳ガイド概論 第4章　安全なツアーと参加者の傾向

　道のない雪山においてのルート取りは、沢登りの

ルートファインディング以上に読図の差が出ます。

　目的地に到着させることだけがガイドの仕事で

はありません。安全でしかも参加者に負担の少な

いルート取りを心がけましょう。

　イラスト17を例にすると、同じ出発点から頂上を

目指す場合、Aルートは緩やかにS字状にルートを

取り、傾斜の緩い箇所を探しながら登る、いいルー

ト取りです。

　Bルートは頂上を直接目指す最短ルートですが、

雪庇の下は雪が深く、雪崩に対して不安定で、し

かも尾根の側面は傾斜がきついことが多いので、

参加者への負担は大きいでしょう。

　Cルートは風上の尾根上を歩くルートで、雪質が

硬く、クラスとしてラッセルの苦労は少ないですが

参加者には難しいシール登高技術が必要になっ

てきます。また、キックターンは時間がかかり、滑落

の不安もあります。パーティーをどんどん分断する

原因となり、上手なルート取りではありません。

　先行者のトレースは有効ですが、ガイドは参加

者にとってキックターンの回数を含めて最も負担の

少ないルート取りを心がけなければなりません。

　B、Cのような先行トレースがあっても、ガイド自ら

がラッセルしてAルートを取るべきです。

　夏といえども大雪山などの高い山では、登山道

が残雪に覆われていることは珍しくありません。5～

6月の山では長時間、雪上を歩かなければならな

いでしょう。

　雪に慣れていない参加者や初心者であれば、

滑落の危険を感じるかもしれません。不安を感じさ

せないためにも、先頭を歩くガイドは雪上にステップ

を刻んで、参加者の足場の安定を確保しましょう。

●直登行

　中程度の傾斜や短い急登に使用すると有効

です。腰幅でまっすぐに雪面に蹴り込み、少なく

とも土踏まずくらいまでステップをつけます。

　一度で作れないようでしたら、2～3度蹴り込み

ます（イラスト18）。
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6.スキーツアー

7.初級氷雪技術

【イラスト18】
腰幅にステップを作り
ながら、まっすぐに登
る。靴は斜面へ爪先
から突き刺す。

A

B

C

【イラスト17】コース取りのいろいろ
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●斜登行

　急登が長く続く場合は、ジグザグにステップを作り、

足への負担を減らします。特に方向転換のときにバラ

ンスを崩しやすいので、正しい足の運びをしましょう。

●トラバース

　最も難しく、滑落の危険が高いので、蹴り込みだ

けでは不十分な場合はピッケルでカッティングします。

　不慣れな参加者は上からショートロープで確保

して一緒にトラバースします。いずれの場合も雪渓

上の行動が予想されるときは、参加者にはストック

やポールなどを持参してもらいましょう。また6～8本

爪アイゼンも持参してもらうとよいでしょう。

●アイゼンがない場合の滑落停止

　長い雪渓の下降やトラバースに入る前に、万一に

備えて参加者に即席の滑落停止を講習するとよい

でしょう。それだけでも致命的な事態を回避すること

ができます。イラスト19のように、両足のつま先と両手

の4点を使って身体を止めるのが効果的です。

●アイゼンを履いた歩行

　6～7月の残雪斜面において有効です。冬山の

未経験者をガイドする場合、イラスト20・21のように

正しい姿勢を講習させましょう。

　アイゼンを履いた足の置き方はフラットフィッティ

ングが基本です。しかし初心者は恐怖感からつま

先立ちや、かかと立ちをしてしまいがちなので、難

所に入る前に十分な講習が必要でしょう。

●ピッケルの握り方

　雪質によって握り方が異なります。握り方は昇降

共通です（イラスト22・23）。

●ピッケルを使った滑落停止技術

　ロープなしで滑落を止めるには、偶然や激突によ

る停止以外、参加者自身が止めるしかありません。

　ピッケルを用いた停止方法はかなりの技術が必

要ですが、参加者には繰り返し練習させましょう 

（イラスト24）。

【イラスト21】下り【イラスト20】登り

【イラスト19】アイゼンなしの滑落停止　
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第2章  北海道の自然に対する理解・配慮

はじめに序章

　北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい ！

　安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい ！

　自然との触れあいを通してルールやマナーを伝え、人と自然との共生について考えていただきたい ！

　「北海道アウトドア資格制度」は、そのような目的のもとに、平成14年度より北海道が施行してきた日本で

唯一の制度です。そして、2年の検討期間を経て、10年目の今年度（平成23年度）より、さらに充実した新資

格制度としてスタートしました。

　新制度は、以下の４つで構成されています。

◎北海道アウトドア講習（修了制）

◎北海道アウトドア検定（検定制）

◎北海道アウトドアガイド（認定制）

◎マスターガイド（登録制）

　本書は、４つの中の北海道知事認定 自然ガイドを目ざす方のためのテキストとして作成しました。写真、

図表、イラスト等を用い、北海道の自然ガイドとして取得すべき基礎知識についてわかりやすく解説してい

ます。

　

　ただし、本書に記述されていることは、ほんの入口部分に過ぎません。自然ガイドは、活動フィールドが、

森、湿原、川、湖、海、あるいは都会の中の自然公園など多岐に渡り、幅広い知識と見識が求められます。

このテキストを入口として、常に好奇心を持ち、様々な知識と見識を身につけて下さい

　最後に、北海道という国内的に見ても密度の濃い、大変恵まれた自然環境が残る地域で、自然ガイドを

目ざす方が本テキストをベースに研鑽を積み、多くの人に北海道の素晴らしさや、深い魅力を伝え、感動を

与えられるガイドになってくれることを祈念します。

平成24年2月　 編集委員、編集者一同

　図3は、オホーツク海の流氷ができる仕組みを分

かりやすく図解したものです。

　水は4℃で密度が最も高く（重く）なる性質があり

ます。海面が冷えて4℃になると密度が高く（重く）

なるので沈んでいきます。そしてその下にある水

（まだ4℃以上）がわき上がることで対流が生じま

す。そのため、大抵の海は冷えても冷えても海面が

4℃であればこうした対流が常に起こるので、水温

が下がらず凍らないのです。

　逆に浅い池のようなところでは、4℃の水が沈ん

でも、わき上がった水はまた４℃になって沈み、すぐ

に池全体の水温が4℃になってしまいます。そして

水面から3℃、2℃、1℃と冷やされていくことで凍り

始めるのです。

　オホーツク海は、図3に示したように表面の50mほ

どが塩分の薄い層になっています。塩分が薄い水は

濃い水よりも軽いので、対流は起きません。イメージと

しては海の上に塩分の薄い50mの深さの湖が乗っ

たような二重構造です。この二重構造によって表面

で4℃に冷やされた海水は海底まで沈まず、深さ

50mで止まります。この50m全体が4℃になることに

よって、海は表面から凍り始めるのです。

　オホーツク海の流氷の源であるこの塩分の薄い

水は、シベリアのアムール川から流れる淡水の恩恵

によるものです。
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【図3】二重構造の海となっているオホーツク海（「白い海、凍る海～オホーツク海のふしぎ」より）
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【写真6】北海道の天然記念物
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序章 はじめに序章

　北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい ！

　安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい ！

　自然との触れあいを通してルールやマナーを伝え、人と自然との共生について考えていただきたい ！

　「北海道アウトドア資格制度」は、そのような目的のもとに、平成14年度より北海道が施行してきた日本で

唯一の制度です。そして、2年の検討期間を経て、10年目の今年度（平成23年度）より、さらに充実した新資

格制度としてスタートしました。

　新制度は、以下の４つで構成されています。

◎北海道アウトドア講習（修了制）

◎北海道アウトドア検定（検定制）

◎北海道アウトドアガイド（認定制）

◎マスターガイド（登録制）

　本書は、４つの中の、主に北海道知事認定 カヌーガイドを目ざす方のテキストとして作成しました。写真、

図表、イラスト等を用い、北海道のカヌーガイドとして取得すべき基礎知識や、技術、リスクマネジメントにつ

いてわかりやすく解説しています。

　ただし、本書に記述されていることは、カヌーガイドになるための、ほんの入口にすぎません。学ぶべきこと

は、すべて川や湖、あるいは参加者の会話や反応の中にあります。レスキューのスキルがそうであるように、

漕ぎ方、ガイディングに至るまで、常に初心に立ち返って技術を磨き、自分の体の一部にして下さい。

北海道という、国内的に見ても優れた河川環境が残された地域でカヌーガイドを目指す人が、本テキストを

読んで、あるいは書かれていることを実践して、多くの人にカヌーを通した自然の素晴らしさを伝え、感動を

与えられるガイドになってくれることを祈念します。

平成24年2月　 編集委員、編集者一同

第１項　エコツーリズムとカヌー
第2項　カヌーの魅力と基本的注意事項
1. カヌーガイドの提供するサービスとは

2.カヌーの歴史

3.カヌー、カヤックを取り巻く社会環境

第1項　基本技術
1.ガイドに求められる技術

2.参加者に覚えてもらいたい技術

第2項　備品などに関する知識
1.営業に適したカヌー・カヤックの種類

2.安全のための用具とその機能

3.ガイドと参加者の装備

第3項　カヌー操作技術
1.エントリー

2.シートポジション

3.パドルの基本操作

第4項　カヤック操作技術
1.エントリー

2.フィッティング

3.パドルの基本操作

第5項　カヌー・カヤックのコントロール技術
1.さまざまなコントロール技術

2.流れへの進入、流れからの離脱

3.流れの横断

4.川での安全な進路の選択

5.湖での安全な進路の選択
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C O N T E N T S

第1項　フィールドに関する知識
1.フィールドで遭遇する事象

2.河川・湖沼に関する総合知識

3.害虫・危険植物

第2項　リバーリーディング
1.水流区分とその判断能力

2.リバーリーディング（ハイドロジー）

3.流量・流速・水圧に関する知識

4.カヌーシーンにおける危険物

第3項　湖の危険

第1項　ガイド概論
1.プロフェッショナルとは

第2項　チームワーク
第3項　ツアーのプランニング
第4項　セイフティトーク
1.安全装備の使用・着用方法に関する十分な説明

2.カヌー・カヤックの操作に関する十分な説明

3.参加者の状態に応じた十分な説明（口頭・視覚）

4.ツアー概要に関する十分な説明

5.レスキュー方法に関する十分な説明

第5項　顧客満足度
1.顧客満足を高めるために

第1章　カヌー概論
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第3章　フィールド

第2章　基本操作技術

第4章　ガイド技術

●沈した艇の復元方法

①カヌーのクロスレスキュー

　カヌーが沈した場合、岸から近い場合は泳いで

水を抜き、再乗艇します。岸から離れた場所ではク

ロスレスキューで救助を行います。クロスレスキュー

はカヌーの救助方法としては最も効率よく安全に行

えるテクニックです。手順は以下の通りです。

１）救助開始の声がけをし、カヌーから離れないように

指示した後、沈したカヌーに速やかに近づく。

２）パドル、装備などを回収、沈したカヌーを裏返し

にしてもらう。このとき、参加者が沈したカヌーに

しがみついてカヌー内の空気が抜けてしまわな

いよう気をつける。

３）参加者を自分のカヌーの側面に誘導し、救助中

もカヌーから離れないようにする。

４）沈したカヌーに直角となるよう自分のカヌーを寄

せてニーポジションを取り、片手でデッキを水中

から引き上げ一気にガンネル上を走らせ、沈し

たカヌーを自分のカヌーの上に載せる。

５）続いてカヌーを表に戻し、慎重に水面に戻して

自分のカヌーと平行にする。

６）参加者のカヌーの手前のガンネルをやや上げ、

参加者が側面からカヌーに乗り込む際に手前

ガンネルを下げて乗り込みを補助する。同様に

2人目の参加者も乗り込ませる。

７）参加者は再乗艇しても動揺しやすく再び沈しや

すいので、落ち着くまで声がけし、速やかに安

全な場所へ誘導して着替えなどをさせる。

　この一連の作業は、できるだけ迅速に行えるよう

トレーニングを行いましょう。

　カヌーにエアバッグを装着すると回収救助作業

が楽になります。慌てると救助艇までバランスを崩

して、2艇同時に沈という危険な状況にもなるので

十分に気をつけましょう。

②カヌーの再乗艇（セルフエントリー）

　ガイドのカヌーが沈してしまったら、水中から参

加者をうまく指示してクロスレスキューで再乗艇し

ます。

　近くに補助となるカヌーがいない場合は、カヌー

を自分で引き起こして水汲みバケツ（ベイラー）やビ

ルジポンプで水抜きをし、立ち泳ぎで水を一気に

蹴って這い上がります。

　タンデム艇の再乗艇も、基本は１人のときと同じ

です。ただし、起こしたカヌーを片側で支えることが

できる、水出しを２人で行えるなどの点から、１人の

ときよりは効率よく再乗艇できます。

　なお、カヌーへの再乗艇では、１人の場合であっ

ても２人の場合であっても、乗り込む際に人間の重

みでカヌーが再び沈してしまうことがよくあります。

これを防ぐには前述した通り、乗り込む際に艇をな

るべく傾けず、立ち泳ぎの状態から水を強く蹴って

這い上がることです。

③カヤックのパラレルサポートレスキュー

　カヤックの場合も、２艇で行うレスキューの基本

は変わりません。

　まず沈している艇に救助艇が近づいて、落水者

と協力して沈した艇の水を抜きながら引き起こしま

す。引き起こしが終わったら、艇を救助艇の真横に

並べて落水者が乗り込む逆サイドをしっかり支えま

す。あとは落水者がスムーズに再乗艇できるように

サポートします。

　この方法でも最初に行う沈した艇の水抜き、再

乗艇の際のサポート姿勢がポイントとなります。支

える際の体重のかけ方が悪いと、やはり救助艇も

沈してしまうことになりかねないので注意しましょう。
第
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【カヤックによる落水者のピックアップ】 【カヌーのクロスレスキュー】

【カヤックのパラレルサポートレスキュー】
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● 北海道アウトドアテキスト［カヌー編］ 北海道アウトドアテキスト［カヌー編］ ●

山岳（夏山・冬山）ガイドの専門知識 （テキスト／全114ページ）
●北海道の山
●山岳ガイド概論　
●山岳地帯におけるリスクマネジメント
●安全なツアーと参加者の傾向
●ガイドの基礎的能力
●山岳事故における法的責任
●北海道の山岳環境
    

自然ガイドの専門知識 （テキスト／全106ページ）
●ガイドの責務と使命
●北海道の自然に対する理解・配慮　
●北海道の自然の変貌とその保全
●自然ガイドとしてのインタープリテーション
●プログラムの企画立案
●コミュニケーション
●ガイド業務運営上の留意点

カヌーガイドの専門知識 （テキスト／全130ページ）
●カヌー概論
●基本操作技術　
●フィールドに関する知識
●ガイド技術
●リスクマネジメント
●救急法
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北海道アウトドアガイド専門分野・筆記試験STEP-2

 北海道アウトドアテキスト
［トレイルライディング編］

平成24年2月 ｜ 北海道

Trail 
Riding

 北海道アウトドアテキスト
［ラフティング編］

平成24年2月 ｜ 北海道

Rafting
Rafting

［ラフティング編］
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ガイドの倫理・責務
第1章

Rafting
北海道アウトドアテキスト［ラフティング編］ 

● 北海道アウトドアテキスト［ラフティング編］ 北海道アウトドアテキスト［ラフティング編］ ●

第1項　河川・湖沼
1.水流区分とその判断能力

2.右岸と左岸の統一

3.リバーリーディング（ハイドロジー）

4.流量・流速・水圧について

5.ハイドローリックに関する知識

6.河川における注意点

第1項　ガイドの統率力
1.リーダーシップの在り方

2.グループのまとめ方

第2項　ツアーのプランニング
1.安全なツアープランを企画するには

2.各種情報を活用したツアープランの検討

第3項　セーフティートーク
1.安全装備の使用・着用方法に関する十分な説明

2.ラフト操作に関する十分な説明

3.参加者の状態に応じた十分な説明（口頭・視覚）

4.ツアー概要に関する十分な説明

5.レスキュー方法に関する十分な説明　　

第4項　メンテナンスと緊急対応
1.ラフトの応急修理技術

2.緊急事態における適切な対応
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第４章　フィールドに関する知識

第５章　ガイド技術

第1項　ラフティングガイドの
　　　  責任・使命、求められる役割
1.ガイドの責任

2.ガイドの使命

3.ガイドに求められる役割

第1項　備品などに関する知識
1.ラフトの基本構造

2.備品・装備の名称、規格、機能

第2項　ラフトボートの運搬・管理
1.ラフトボートの取扱い

2.ラフトの進水（離水）方法

3.ラフトへの安全な乗艇・下艇方法

4.着座

第3項　ラフト操作技術
1.パドルワークの注意点

2.ストロークに関する知識

3.ストロークの種類

4.前進

5.後退

6.回転

7.停止

8.障害物への衝突と回避

9．急流への侵入・離脱

10．浅瀬の通過と脱出

11．エディー

12.フェリーグライド

第1項　危険回避および予見能力
1.河川における危険要素

2.ラフトボートからの危険回避

3.ポーテージの判断基準

第2項　リバーレスキュー技術
1.ロープワークに関する知識・技術

2.落水した参加者の救出

3.水泳能力

4.セルフレスキューの技術

第3項　安全確認基準
1.装備の確認

第4項　リバーシグナル技術
1.さまざまなリバーシグナル

第5項　法律・保険に関する知識
1.河川法、民法、刑法
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はじめに序章

C O N T E N T S

第３章　リスクマネジメント第１章　ガイド倫理・責務

第２章　基本操作技術

Rafting
北海道アウトドアテキスト［ラフティング編］ 

　北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい ！

　安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい ！

　自然との触れあいを通してルールやマナーを伝え、人と自然との共生について考えていただきたい ！

　「北海道アウトドア資格制度」は、そのような目的のもとに、平成14年度より北海道が施行してきた日本で

唯一の制度です。そして、2年の検討期間を経て、10年目の今年度（平成23年度）より、さらに充実した新資

格制度としてスタートしました。

　新制度は、以下の４つで構成されています。

◎北海道アウトドア講習（修了制）

◎北海道アウトドア検定（検定制）

◎北海道アウトドアガイド（認定制）

◎マスターガイド（登録制）

　本書は、4つの中の北海道知事認定　ラフティングガイドを目ざす方のためのテキストとして作成しまし

た。写真、図表、イラスト等を用い、北海道の自然ガイドとして取得すべき基礎知識についてわかりやすく解

説しています。

　

　ラフティングは、先人たちの手によって、その漕ぎ方からレスキュー技術にいたるまで、非常にシステマ

ティックなスキルが完成されています。しかしながら、その全てを記憶し、常に実践していくのは、そう簡単な

ことではありません。

　本書に記述されていることは、ラフティングガイドになるための、ほんの入口にすぎません。学ぶべきこと

は、すべて激流の上、あるいは参加者の会話や反応の中にあります。レスキューのスキルがそうであるよう

に、漕ぎ方、クルーワーク、ガイディング、すべてに渡って、常に初心に立ち返って技術を磨き、自分の体の一

部にして下さい。

　北海道という、国内的に見ても優れた河川環境が残された地域でラフティングガイドを目指す人が、本

テキストを読んで、あるいは書かれていることを実践して、多くの人に流れの素晴らしさ、おもしろさを伝え、

感動を与えられるガイドになってくれることを祈念します。

平成24年2月　 編集委員、編集者一同

049 050

●指定された地点への移動

　ガイドは自分がフィールドとしている河川におい

て、どんな場所であってもセルフレスキュー（自己

の安全確保）を維持した状態で、目的地点に泳ぎ

着けなければなりません。

　ただし、泳いで目的地点へ到達するには、かな

りの危険を伴うこともあります。これを安全で効率

的に、しかも迅速に行えるように、あらゆる水量に

応じた日ごろからの訓練が必要です。

　また、訓練を通じて自分の水泳能力とその限界

を完璧に把握しておくことも重要です。

　レスキュー時にガイドが泳ぐのは、到達した場

所でさらに救助活動を行うためです。

　そのための余力を残すための泳法、泳ぎ始め

る地点をしっかりと見極めておくことが大切です。

●水流の横断

　体力を浪費することなく、最短距離を泳がなけ

ればなりません。

　そのためには、自分の推進力を流れのベクトル

に対してフェリーアングルで、推進力と水圧を合力

した力で泳ぐのが最も効率的です。

　また、泳力に対して流れが強すぎると、フェ

リーアングルでは流れに逆らってしまうことがあり

ます。

　このような場合は、流されることを計算に入れな

がら、流れに対して直角に泳ぐとよいでしょう。

3.水泳能力

【フェリースイミング】

流れの強い川では、目的のポイント
に向かって真横に泳いでも下流に
流される。フェリーアングルをうまく利
用して、上流に向かって45度の角
度を保ちながら泳ぐ。
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Rafting Hokkaido Outdoor Text

【転覆したラフトの復元方法】

１．まず、転覆したボートに這い上がる。このとき
セルフベイラーホールを利用する。

３．外したフリップラインをＤリングにつける。

５．ボートが立ち上がっても体重をかけ続けて引き
上げる。

７．復元したボートに這い上がる。

２．フリップラインを外す。

４．体重をかけてボートを起こす。

６．ボートが着水するタイミングを見計らってロープ
を離し、水中に飛び込む。

８．Ｄリングにかけたロープを外して終了。

第１項　トレイルライディングの企画と運営
1.トレイルライディングの商品企画

2.野外騎乗に際して

3.バリエーション

4.すべてを参加者の立場で考える

5.告知（PR）と集客

6.クレームへの対応

第１項　北海道における馬術の歴史
１．幕末期における北海道の馬と伝馬制度

２．開拓使と農耕馬

３．軍需を契機とする馬の増加

４．戦後の馬産

第2項　今日の北海道における馬生産の現状と将来

第1項　要素別危険予知法
1.危険予知トレーニング

2.リスクの分類

第2項　リスクの回避
第3項　保険
1.保険で補償できる範囲

2.トレイルライディングに関わる保険の種類

第4項　スタッフミーティング
1.プログラムシミュレーション
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序章 はじめに序章

　北海道のアウトドアの魅力をもっと多くの方々に伝えたい ！

　安全・安心なアウトドア活動を楽しんでいただきたい ！

　自然との触れあいを通してルールやマナーを伝え、人と自然との共生について考えていただきたい ！

　「北海道アウトドア資格制度」は、そのような目的のもとに、平成14年度より北海道が施行してきた日本で

唯一の制度です。そして、2年の検討期間を経て、10年目の今年度（平成23年度）より、さらに充実した新資

格制度としてスタートしました。

　新制度は、以下の４つで構成されています。

◎北海道アウトドア講習（修了制）

◎北海道アウトドア検定（検定制）

◎北海道アウトドアガイド（認定制）

◎マスターガイド（登録制）

　本書は、４つの中の北海道知事認定-トレイルライディングガイドを目ざす方のためのテキストとして作成し

ました。写真、図表、イラスト等を用い、北海道のトレイルライディングガイドとして取得すべき技術や基礎知識

についてわかりやすく解説しています。

　

　ただし、本書に記述されていることは、ほんの入り口部分にしか過ぎません。トレイルライディングは、本資

格制度の中で、唯一、動物を使用したガイド資格であり、乗馬技術に加えて、愛馬精神に基づく馬の行動や

生態に関する様々な知識を必要とします。それらの技術や知識は、安全・安心なツアーの提供にとって不可

欠な要素です。このテキストを入り口として、馬と向き合いながら、技術や知識の向上に努めて下さい。

　最後に、北海道という国内的に見ても密度の濃い、大変恵まれた自然環境が残る地域で、トレイルライ

ディングガイドを目ざす方が本テキストをベースに研鑽を積み、多くの人に北海道の素晴らしさと魅力を伝

え、感動を与えられるガイドになってくれることを祈念します。

平成24年2月　 編集委員、編集者一同

　ガイドはその点を踏まえて、固くなっている人には

リラックスを、リラックスしすぎの人には「正しい姿勢」

をアドバイスしていきましょう。

　ウエスタンでは片手手綱が標準ですが、トレイル

ライディングでは水鞭英式手綱を用いることが多い

ので、その場合は両手手綱を使った方がよいで

しょう。水鞭ウエスタン手綱を使う場合は、両手手

綱でも片手手綱でもどちらでもよいのですが、カー

ブビット、またはハックモアの場合は、できる人は片

手の方がよいでしょう。

　手綱の持ち方は、写真を参考にしてください。

●前進

　前述したように、正しい姿勢によって馬の背中に

正しく負重しただけで前進します。しかし初心者に

とって常に正しい姿勢を保ち続けることは難しいた

め、ある程度調教された馬は、足で腹部を蹴れば前

に進むようにしてあります（蹴る力は、サッカーボール

を5ｍほど蹴る力としておきたい）。

　特にトレイルライディングは馬の群れ行動を利用

した乗馬なので、動き出したらなるべく遅れないよう

について行くようにしましょう。

●停止

　馬への停止の合図は、本来、英式もウエスタン

も手綱を握るのであって、後に引っ張るものでは

ありません。原理としては、ハミまたはそれに連な

る頭部を固定して、その固定した頭部に前進した

馬が衝突するような状態を作って停止させるとい

うものです。

　しかし、初心者は正しい姿勢で馬を前進させられ

ず、手綱とハミの正しいコンタクトを保つことが難し

いので、必然的にコンタクトを強めるため手綱を後ろ

に引かざるをえません。

　ウエスタンビットの場合、軽く引けば馬は止まります

が、逆に止まってはいけないところでハミが口に作用

して馬が止まったり、暴れたりする原因になります。

　初心者に対しては、馬術の基本から多少外れ

て、後ろに引っ張って止めるよう指示してもよいです

が、それよりも拳を上に挙げながら10cmほど引かせ

るとよいでしょう。そうすることで、より軽く止められま

すし、後ろに手綱を引く作用が軽減されるので騎乗

者の状態も前傾になりにくくなります。

　この動作は、両手で自分の顔を洗う動作と似てい

ます。この方法はウエスタンストップと言って、英式馬

術で初心者への指導によく使われます。馬が停止

したら、多少手綱がたるむくらい緩めましょう。

●左右の回転

　左右の回転は、曲げようとする馬の頸を、手綱を

開いて行きたい方向に向けます。しかし本能的に手

綱を後ろに引きながら開いてしまいがちなので、そう

ならないよう注意します。

　手綱は、自動車のハンドルとブレーキがひとつに

なっていると考えればよく、ハンドルを切ったときに後

ろに引くことで、自動的にブレーキがかからないよう

に注意しましょう。大きな本や新聞を開くときの動作

に似ていて、自分の行きたい方向を親指で示すよう

な形となります。

　また、自動車が停止中にハンドルを切っても回転

しないのと同様に、手綱で方向を示して頸を曲げて

も、馬が前進しなければ回転しないことを騎乗者に

理解させましょう。
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7.馬のコントロールの操作とその指導法

ローマルレイン
（ROMAL REINS）の
持ち方

英式両手手綱の持ち方

ウエスタン片手手綱の持ち方

指は手綱の間に入れないで左手
で手の甲を前方にして持つ

持つ部分から末端まで1本につ
ながっている手綱

右手は、左手から約40cm
の部分を軽く持ち手綱の
末端は馬の右側にたらす

初心者の停止
（ウエスタンストップ）
両手で左右の手綱を上
に引き上げ馬を制動す
る方法

停止したら
手綱を緩める

ルーズレイン
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働かせている手

馬は拳の動く方向（右）に進みます。
拳は新聞を開くように使います。

馬は尻は外方（左）に振ります。
開き手綱は主に初心者や、新馬、
あまりスピードの早くない馬を直ち
に回転させる場合に使います

ラフティングガイドの専門知識 （テキスト／全94ページ）
●ガイドの倫理・責務
●基本操作技術　
●リスクマネジメント
●フィールドに関する知識
●ガイド技術

トレイルライディングガイドの専門知識 （テキスト／全86ページ）
●ガイドの倫理・責務
●ホーストレッキング概論　
●トレイルライディングの基本技術
●馬の管理に関する知識及び技術
●リスクマネジメント
●トレイルライディングのプランニング
●北海道の馬術の歴史と将来



実際のフィールドで審査員を相手にガイドをする実技試験で、アクティビティの技術はもちろん、救急救命の技術も厳しくチェックされます。
コミュニケーション能力など、ガイドとしての適性を見るための面接試験も行われるなど、質の高いアウトドアガイドを認定するための試験
になっています。

9

各分野について次のような受験資格と実技試験審査項目があります。

北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験STEP-3

山岳（夏山）

【受験資格】
①年齢満18歳以上
②分野別筆記試験の合格
③山中宿泊を伴うコースを20本以上
　（うちテント泊５本以上）

【審査項目】
●ロープワーク
●地図読み・コンパスの使用
●装備の収納知識
●レスキュー技術
●入山審査（登り・下り）

山岳（冬山）

【受験資格】
①年齢満20歳以上
②分野別筆記試験の合格
③山岳（夏山）ガイド資格保有者として
　ガイド業務経験2年以上

【審査項目】
●制動技術
●地図読み・コンパスの使用
●雪崩対策
●レスキュー技術
●入山審査（登り・下り）

自然

【受験資格】
①年齢満18歳以上
②分野別筆記試験の合格

【審査項目】
●ガイド実技
●リスクマネジメント
●動植物等に対する知識
●面接
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北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験STEP-3

カヌー・ラフティング・トレイルライディングについては、ジュニアガイド・アシスタントの実技
試験に合格して所定の経験を積んだ後、ガイド・リーダー試験を受験することができます。

カヌー

【ジュニアガイド受験資格】
①年齢満18歳以上
②分野別筆記試験の合格
③該当するグループ内箇所における
　トレーニングトリップ20回以上かつ、
　水上経験20時間以上

【ガイド受験資格】
①年齢満20歳以上
②次のア・イとも満たすこと
　ア）ジュニアガイド資格保有者として
　　 ガイド業務経験２年以上
　イ）該当するグループ内箇所における
　　 ガイド業務従事回数60回以上または、
　　 水上経験60時間以上

【審査項目】
●装備確認
●面接（知識等）
●面接（セイフティトーク等）
●ロープノット
●ボートコントロール
●規定コース操船時間
●スローバックレスキュー
●グループレスキュー
●フェリースイミング

ラフティング

【ジュニアガイド受験資格】
①年齢満18歳以上
②分野別筆記試験の合格
③該当するグループ内河川における
　トレーニングトリップ30回以上かつ、
　水上経験30時間以上

【ガイド受験資格】
①年齢満20歳以上
②次のア・イとも満たすこと
　ア）ジュニアガイド資格保有者として
　　 ガイド業務経験２年以上
　イ）該当するグループ内河川における
　　 ガイド業務従事回200回以上または、
 　　水上経験200時間以上

【審査項目】
●装備確認
●セイフティトーク
●ロープノット
●ボートコントロール
●総合レスキュー技術
●フリップリカバリー
●フェリースイミング
●静水面でのスイミング
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北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験STEP-3

トレイルライディング

【ジュニアガイド受験資格】
①年齢満18歳以上
②分野別筆記試験の合格
③乗馬経験２年以上

【ガイド受験資格】
①年齢満20歳以上
②アシスタント資格保有者として
　ガイド業務経験２年以上

【審査項目】
●引き馬における馬の誘導、確保
●徒歩作業における馬の確保、誘導
●正しい乗馬、不整地における馬の
　コントロール、こぶしの適正
●速歩における馬のコントロール、リズム、
　回転の扶助、騎座の安定
●速歩における回転のバランス、
　騎座の安定
●不整地におけるコントロール、
　騎座の姿勢、視線
●スピードにおける安定した扶助、誘導、
　正しいバランス（所要タイムによる判定）



北海道には本物のアウトドアのプロがいます
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北海道アウトドアガイドは、3つの試験をクリアしたアウトドアのスペシャリストです。

資格取得ガイドは478人（2019年3月31日現在）にのぼります。

すべてのアウトドアガイドに必要となる
全般的な知識を問う筆記試験　　　　STEP- 1

これらの筆記試験・実技試験や講習会をクリアして、アウトドアガイドとしての知識・技術・適性を認められた者だけが、
北海道アウトドアガイドとして北海道知事から認定されます。　

北海道各地で活躍するアウトドアガイドは、誰もが安全・安心にアウトドア活動を楽しみ、北海道の野生動物や自然のすばらしさを
いつまでも感じられるような体験を提供しています。

北海道アウトドア検定

5分野のアウトドアガイドとして必須の
専門知識が深く問われる筆記試験STEP -2 北海道アウトドアガイド専門分野・筆記試験

技術はもちろんリスクマネジメント能力や
ガイド適性も問われる実技試験STEP -3 北海道アウトドアガイド専門分野・実技試験



豊かな自然環境や北海道アウトドアガイドが案内するアクティビティに加え、

先住民族のアイヌ文化や、開拓時代からの歴史、

日本各地から移住してきた人々が育んだ生活様式なども北海道の大きな魅力です。

AT最適地の北海道でATを楽しみたいというニーズに応えるべく、

北海道では今後、ATへの理解促進と受入機運醸成のための

取り組みを行っていきます。

北海道アウトドアガイドは、ATTAが示している「ATガイドの資格と能力基準」を満たす存在ですが、
よりATへの理解と知識を深めることで、

北海道のATを担う「北海道ATガイド」として育成していきます。

 そのために、ATTAが提唱する情報の共有をはじめ、
北海道独自のAT基準「北海道ATスタンダード」の定義付けや「北海道ATガイド育成カリキュラム」の策定など、

さまざまな取り組みを通して北海道ATガイドを育成し、ATの受入を推進していきます。

アウトドアのプロフェッショナルとして常に自らを高め、ガイド同士が互いに研鑽を重ねる先には、
北海道にATを広め、根付かせるという大きな目標があります。

北海道のATを担う存在を目指す北海道アウトドアガイドに、どうぞご期待ください。

13

ATガイドの資格と
能力基準への対応に向けて

今後、北海道のATの中心となるのが北海道アウトドアガイドです。
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「北海道アウトドアガイド」
と一緒に、アウトドア体験を
お楽しみください。

　北海道は、雄大な山々や広大な森林、多様な生命が息づく河川や

湿原、湖沼など豊かな自然環境に恵まれ、バラエティに富んだアウト

ドア活動を存分に楽しめるフィールドが各地に広がっています。

　道では、北海道の四季折々の自然の中で誰もが安全に安心してア

ウトドア活動を楽しむことができるよう、2002年に「北海道アウトド

ア資格制度」を創設し、質の高いサービスを提供するための知識・技

術・経験を有し、厳しい試験をクリアした5つのアクティビティの「北海

道アウトドアガイド」を認定しています。

　道内はもとより、国内や海外からの観光客のみなさまが「北海道ア

ウトドアガイド」と一緒に、自然環境の保全に配慮しながら、安全にア

ウトドア体験を心から楽しんでいただきたいと思います。

■北海道のアウトドア体験に関して（北海道経済部観光局）  http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/500-outdoor/outdoor-top.htm
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